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上記品目に係る競合品目、競合企業及びその選定理由は以下のとおりです。 

 

 

 販売名/一般名 競合企業名 

競合品目 Apraglutide 旭化成ファーマ株式会社 

 

 

 

 

競合品目を選定した理由 

本品目の効能及び効果は短腸症候群であり、テデュグルチド（遺伝子組換

え）を有効成分とする天然型ヒトグルカゴン様ペプチド-2（GLP-2）の遺伝

子組換えアナログの注射剤である。既収載品において競合するものはない。

しかしながら、現在開発中の apraglutideについては、短腸症候群患者を対

象とし日本を含めた国際共同臨床試験が実施されており、効能及び効果、薬

理作用等を考慮すると、今後競合が想定される開発品目であることから選定

した。 

 

品 目 レベスティブ皮下注用 3.8mg 

専門組織 

年 月 日 
令和 4年 12月 23日 申請者 武田薬品工業株式会社 


